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序　文

　金沢大学大学院人間社会環境研究科の博士課程教育リーディングプログラム「文化資源マネージャ
ー養成プログラム」のプログラム生が参画した「輪島連携プロジェクト」の活動成果報告書をみなさ
まにお届けできることを心より喜びお知らせ申し上げます。
　
　文部科学省の支援を受けて平成24年度より実施している博士課程教育リーディングプログラムは、
何よりも現代社会が求める、社会に役立つ人材の育成を第一の目標に掲げております。そのために、
在学中から実社会のさまざまな団体や個人との連携による経験の積み重ねが欠かせません。このたび
輪島市役所、そして何よりも輪島塗を生産販売する輪島キリモトのご協力とご支援を得て、輪島連携
プロジェクトが実現し、参加したプログラム生はかけがえのない経験を積むことができました。勉学
中の大学院生ゆえ、その成果がどこまで役立つものになっているかははなはだ心もとない限りですが、
この経験が参加院生の今後の研究の深化に寄与するものであることは信じて疑いません。
　本報告書を現時点での成果報告として、忌憚ないご意見、ご批判をお待ちするとともに、プログラ
ム生の今後の研究進展を見守っていただけたらと心よりお願い申し上げます。

　平成 30 年 2 月

リーディングプログラム・コーディネーター
金沢大学人間社会研究域人間科学系・教授

鏡味　治也
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